
＜社会福祉学部社会福祉学科（子ども学専攻）のカリキュラムポリシー＞ 

 子ども学専攻では、仏教精神に基づく建学の理念である「同朋和敬」の精神のもと、広

い知識と専門の学術を身につけ、乳児・幼児・児童等に関連する分野において社会貢献可

能な人間を養成することを目的として、その実現のためのカリキュラムを編成しています。 

 

１．学生の自主性を最大限に尊重し体系的・総合的に学修を進められるようにカリキュラ

ムを組み立てています。 

２．学生の所属コースの学問的方法を学ぶために、専門教育科目・教養共通科目・自由科

目を配置し、教養、自由の科目を履修することによって、専門性のみならず、応用力、

洞察力等を身につけ、総合的な学びができるよう配慮しています。 

３．初年次教育の充実のため、１年次より通年のゼミ（子ども学総論、子ども学演習）を

実施するなど 4年間を通じた少人数教育によって、学生のコミュニケーションのレベ

ルアップ、主体性の確立等を図っています。 

４．幼稚園教諭、保育士等の専門職養成のため、一年次から徹底した実習教育を行い、講

義はもとより、現場実習を重視しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


